
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 かんがえ、つたえあう子 おもいやりのある子 すこやかな子 

知識・技能 

①教科学習で学んだものの見

方や考え方を特別活動など

の場面で発揮している。 

④自他の命や人権の大切さに

ついて理解し、言動に表せて

いる。 

⑦運動や睡眠、食事の大切さを

理解し、基本的な生活習慣を

維持している。 

生徒アンケート 71⇒75% 生徒アンケート 87⇒91% 生徒アンケート 76⇒80% 

思考力・表現力・ 

判断力 

②自分の考えをももつととも

に、ほかの人の考えをよく聞

き、考えを深めている。 

⑤周りの人と楽しく生活する

ために必要なことを考え、言

動に表せている。 

⑧挨拶や対話など心身の健康

につながることを大切にし

て生活している。 
【管内重点】生徒アンケート 76⇒80% 生徒アンケート 94⇒98% 生徒アンケート 84⇒89% 

学びに向かう力・ 

人間性等 

③学習を通して自己決定・自己

選択・自己表現しようとして

いる。 

⑥担い、認め合うことで、周り

の人との信頼関係を深めて

いる。 

⑨将来の夢を持ち、実現に向け

て、ねばり強く努力してい

る。 

生徒アンケート 90⇒93% 生徒アンケート 91⇒95% 生徒アンケート 59⇒63% 

検証機会（Ｃ） 
①中間評価及び期末評価 

②小中一貫合同会議 

①中間評価及びと期末評価 

②小中一貫合同会議 

①中間評価及び期末評価 

②小中一貫合同会議 
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  中２～中３ 

 小５～中１  「未来を切り拓く知性を磨く」 

小１～小４  「他律から自律へ・責任の全う」 ●自ら学び続ける習慣の定着 

「社会性の基礎を育む」 ●宿題と家庭学習の両立、移行期 ●自己選択・自己決定の力を磨く 

●学習に必要な技能・ルールの習得 ●教科担任・乗り入れによる意欲向上 ●チームの力を作り出す習慣付け 

●読み書き指導・身体機能の育成 ●事実・具体から理論・抽象へ ●自治活動を通した自己有用感の高揚 

●支援を要する児童への早期対応 ●望ましい人間関係の構築 ●自己実現に向けた気力の充実 

「担い」「認め合う」ことで自他を尊重する態度を育成する 

 

三つの柱 

▼めざす子ども像と育成を図る資質・能力  下段数字は、目標値〈R4 １・２年生数値＋10名〉、桃色は管内、黄色は本校区重点 

 

▼各段階の指導目標 

 

学力・体力向上担当 
●学習スタンダードの啓発 

●諸調査結果の分析・共有 

●ICT 活用の情報共有 

●自学自習に向けた指導 

●体力テストの合同実施 

●部活動体験の実施 

生徒指導担当 
●生活スタンダードの啓発 

●通学路の安全確保 

●児童生徒の実態把握 

●特別支援学級間の交流 

●個別の教育的支援に関 

する情報共有 

児童生徒会指導担当 
●相互の取組の共有 

●文化的行事・作品の交流 

●合同の取組の企画と実施 

 

▲教職員の行動指標 「学び・創意」（知）、「伴走・誠実」（心）・「明朗・健康（体）」 

 

▼中学校区における中期目標 

 
自己実現を図りながら、よりよい地域の創り手としての素地を身に付ける子どもの育成 

 

子ども像 

知 心 体 
かんがえ、 
つたえあう子 

自己実現に向けて

心身を鍛える子 

 

知性を磨き 

表現する子 

▼中学校区の「めざす子ども像」 

 

教育課程の接続担当 
●資質・能力の重点化 

●課題のある学習内容の共有 

 年間指導計画への反映 

●各教科等領域の系統性整理 

●乗り入れ指導の検討と実施 

●中学校体験の検討と実施 

江別市の 
教育施策 

東中・東小・泉小 

３校の教育目標 

今日的な 

教育課題 

おもいやり
のある子 
つたえる子 

すこやかな
子 

つたえる子 優しい心で 

協働できる子 

保護者の願い 

学校評価の 

結果分析 

願い 
えべつ型コミュニティ・

スクールでの協議 


